
 

プレスリリース 

 

 

  2019年 6月 7日 

Peach Aviation株式会社 

 

LCCビジネスに迫る書籍「Peachのやりくり」を発売 

～Peach誕生からの 8年で培った、おもろい働き方を初公開～ 

 

・ 6月 14日（金）より全国書店にて発売 

・ 本日より 1週間限定特別価格で、電子書籍版を先行発売 

・ コストカットではなく、「やりくり」で生産性をあげる Peachのビジネス本 

 

Peach Aviation株式会社（以下：Peach、代表取締役CEO：井上 慎一）は、本日、Peachのビジネスに

迫る書籍『「おもろい」働き方で社員も会社も急上昇する Peachのやりくり』を、6月14日（金）より発売する

ことを発表しました。同書は東洋経済新報社より出版され、本日6月7日（金）から6月13日（木）までの1週間

特別価格980円（税込）で電子書籍版を先行発売します。 

Peachの書籍『「おもろい」働き方で社員も会社も急上昇する Peachのやりくり』 

 

同書では、空の旅を身近にした「空飛ぶ電車」Peachがどのように様々な障害を乗り越え、試行錯誤しながら

低運賃を実現したのかなど、Peach創業当初からCEOの井上が、社員全員と培ったおもろい働き方や「やり

くり」のノウハウを、個性豊かなPeach社員のエピソードを交えて紹介しています。 

 

発刊に際して、CEOの井上は「本書ではPeachで実践している働き方を、『やりくり』という観点でご紹介

しています。コストカットではなく、効率的な運営により生産性を最大限化することがPeachのビジネス

モデルです。本書により、知られざるPeachの裏側、Peachのおもろい働き方に読者の方が共感いただけると

これに勝る喜びはありません」と述べています。 

 

本書を通して、Peachの働き方を知らないみなさまにも、リアルな姿をご覧いただくことで、Peachでの

空の旅がもっと気軽で味わい深いものとなることを期待しています。 

 



  

＜概要＞ 

タイトル  ：   「おもろい」働き方で社員も会社も急上昇する Peachのやりくり 

著者    :   Peach代表取締役CEO 井上慎一 

出版社  :     東洋経済新報社 

発売日   :    2019年6月14日（金） 

体裁     :     ソフトカバー 224ページ 

本体価格 :     1,500円（税別） 

 

＜電子書籍版先行発売特別キャンペーン＞ 

特別価格 ：    980円（税込） 

販売期間 ：    2019年6月7日（金）～13日（木） 

販売元   ：    amazon、honto、Rakutenブックスなどの電子書籍ストア 
 

＜各章のご紹介＞ 

第 1章  みんなから「それいい！」と思われる発想のやりくり 

第 2章  仕事を効率がぐーんとアップする思考のやりくり 

第 3章  相手を自分のファンにさせるサービスのやりくり 

第 4章  自分も仲間も活躍できる働き方のやりくり 

第 5章  これだけは絶対に譲れない信頼のやりくり 

第 6章  社員も会社も羽ばたかせるリーダーのやりくり 

 

＜本書の一部抜粋＞ 

★「客室乗務員のあいさつを大阪弁でやったら、大阪の航空会社っぽくておもろいんちゃう？」 

→「おもろい！」→「採用！」 

 

★「チェックイン機を自分たちで設置させてください」と言ってきました。理由を聞くと「自分たちで設置した 

ほうが早そうなので」とのこと 

 

★「ピーチという会社は、自分のバリューを高めるための場です。会社のために働くなんて思わないでください。   
自分のために働いてください」 

 
 

 
 

Peach について（www.flypeach.com） 

Peachは、2012年 3月に関西空港を拠点として運航を開始しました。現在では関西空港に加え、新千歳空港、仙台空港、

那覇空港を拠点空港とし、25機の機材で、国内線 17路線と国際線 16路線に就航しています。1日あたりの運航便数は

約 100便で、毎日 13,000人以上のお客様にご利用いただいています。Peachは成田空港を拠点空港とするバニラエアと

2019年度末をめどに統合し、アジアのリーディング LCCを目指します。 


